
　
令
和
６
年
度
（
一
社
）
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
協
議
会
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
穴

井
秀
和
で
す
。 

昨
年
あ
た
り
か
ら
、
様
々

な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
コ
ロ
ナ
以
前
と
同
じ
よ

う
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
各
学
校

の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
、
行
事
や
活
動
な
ど

の
新
し
い
在
り
方
に
つ
い
て
模
索
が
続
い

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
の
開
催
や
、
表
彰
制

度
、
安
全
互
助
会
制
度
な
ど
で
、
各
学
校

の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
支
え
、
応
援
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
保
護
者
の
代
表
と
し

て
、
教
育
委
員
会
、
行
政
な
ど
に
提
言
を

し
た
り
、
会
議
に
参
加
し
て
意
見
を
述
べ

た
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

で
、
安
心
し
て
学
び
成
長
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、
部

活
動
の
地
域
移
行
、
不
登
校
や
ネ
ッ
ト
で

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
る
中
で
、
北
九
州

市
内
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
す
る
仲
間
と
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
情
報
を
交

換
し
、
解
決
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
共
有

し
、
そ
れ
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
、
ま
た

保
護
者
を
含
め
た
地
域
社
会
に
還
元
で
き

る
こ
と
は
非
常
に
意
義
が
あ
る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
は
新
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、
地
域
の
商
店
街
な
ど
の
活
性
化
も
視

野
に
入
れ
た「
Ｐ
Ｔ
Ａ
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」、

職
業
体
験
な
ど
を
楽
し
め
る
「
北
九
州
Ｐ

Ｔ
Ａ
子
ど
も
未
来
ま
つ
り
」、
子
ど
も
た
ち

に
未
来
を
語
っ
て
も
ら
う
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
子
ど

も
未
来
宣
言
」、 

子
ど
も
た
ち
自
ら
が
将
来

に
つ
い
て
身
近
な
先
輩（
高
校
生
、大
学
生
、

社
会
人
）
と
語
り
合
う 「
Ｐ
Ｔ
Ａ
未
来
カ

フ
ェ
」 

な
ど
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
体
験

の
機
会
を
提
供
す
る
目
的
で
実
施
し
ま
し

た
が
、「
自
分
た
ち
の
心
の
温
度
を
上
げ
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
っ
た
」、「
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
役

員
さ
ん
候
補
が
発
掘
で
き
た
」
と
い
っ
た
、

嬉
し
い
副
産
物
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し

た
。
　
今
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
各
種
講
演
会
・
研
修
会
の
開
催
や
教

育
委
員
会
へ
の
要
望
書
提
出
、
更
に
以
下

の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

・
各
学
校
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ま
た
区
ご
と

の
連
合
会
が
情
報
の
共
有
、
発
信
が
し

や
す
く
な
り
、
保
護
者
の
方
も
様
々
な

情
報
に
手
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
手
段

と
し
て
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
し
て
い
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
様
々
な
体
験
や
他
の
公

共
団
体
、
組
織
と
の
共
催
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

・
小
・
中
学
生
総
合
補
償
制
度
に
加
入
し

て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
継
続
加
入
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
に
対
し

て
、
救
済
措
置
の
導
入
を
検
討
を
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、
存
在
意
義
を
し
っ
か

り
と
定
め
、「
め
ん
ど
く
さ
い
」「
ど
う
せ

〇
〇
」
と
い
っ
た
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
マ

イ
ナ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
抗
い
な
が
ら
、

公
の
力
に
支
配
さ
れ
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
踏
ん
張
っ
て
い
き
ま
す
。
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この印刷物は環境に優しい
植物油インキを使用しています。

❶ PTAで加入いただくと団体割引（適用割引25％／2024年度）により掛金が割安です。
❷ 「傷害（ケガ）補償」・「個人賠償責任補償」・「育英費用補償」の3つの補償でバックアップ!!
❸ 医師・看護師・ヘルスカウンセラー等による健康・医療相談。　❹ セカンドオピニオン　アレンジサービスがついています。
❺ 地震・噴火・津波によるケガの補償がついています。　❻ 児童・生徒が病気をされた場合の補償プランも選べます。
❼ 学校の授業・登下校中等に児童・生徒が携行している身の回り品の事故による損害補償プランも選べます。

本制度の特長
こども総合保険

（一社）北九州市PTA協議会 推薦

■制度引受保険会社
【幹事会社】AIG損害保険株式会社
【非幹事会社】東京海上日動火災保険株式会社
　　　　  損害保険ジャパン株式会社
　　　　  三井住友海上火災保険株式会社

北九州支店
（小・中学生総合保障制度係）

［住　　所］〒802-0005  小倉北区堺町2-3-31 AIG小倉ビル
［電話番号］093-511-3821［受付時間］午前9時～午後5時まで（土・日・祝日・年末年始を除く）

・本制度の補償期間は 2024 年 4月1日（午前 0 時）～2025 年 4月1日（午後 4 時）までとなっております。 補償期間の中途からのご加入希望の場合には
上記お問合せ先までお問合せ下さい。
・この広告は制度の概要を説明したものです。詳細につきましては、3月上旬に配布されましたパンフレットをご覧いただくか、上記お問合せ先までお問合せ下さい。

自転車総合保険

2024年4月現在の内容です。

24時間様々な危険からお子さまをお守りする
小・中学生総合保障制度のご案内

北九州市PTA協議会　小・中学生総合保障制度

総合保障制度の
内容を
動画でご紹介!!

S-240519　202506

ホームページでも
　情報発信中 !!

PTA協議会会長
穴井　秀和

標語

だれかがきめたふつうを人におしつけない

「女子だから」「男子だから」を　ぶっこわせ
　　　　　　　　　　　　　　　　自分らしくで　いいじゃない

だいじょうぶ　君にはいいとこ　たくさんある

笑いごえ　心をよごす　くるしいな

性別なんて関係ない　自分の好きが一番大事

学校名 学年

第17回  いじめ防止標語コンテスト  入賞作品

赤坂小学校

赤坂小学校

一枝小学校

赤坂小学校

赤坂小学校

氏名

古賀　愛里

阿部　ひなた

伊藤　悠人

谷本　乙希

梶原　美歩

賞

全国賞

優秀賞

優秀賞

PTA推薦賞

PTA推薦賞

6年

6年

6年

4年

6年

標語

いじめっ子　"だって"は都合が　よすぎない？

穴あいた　心の形　もどらない

言わないで　「ふつうでしょ」は　ちがうから

一言で　無限に広がる　SNS

学校名 学年

早鞆中学校

東郷中学校

富野中学校

早鞆中学校

氏名

末松　愛璃

大工　歩美

阿南　愛彩

上村　天人

賞

優秀賞

優秀賞

PTA推薦賞

PTA推薦賞

1年

1年

1年

1年

北九州市・小学生の部

※令和5年度の学年です。

北九州市・中学生の部

広報紙コンクール審査結果
令和6年度

　
令
和
６
年
３
月
末
、
全
国
の
中
学
二
年
生
を
対
象
と
し
た
「
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
国
内
研
修
事
業
in

渡
嘉
敷
村
（
４
泊
５
日
）」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
は
、
全
国
か
ら
約
１
０
０
名

の
中
学
生
が
集
い
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
、集
団
生
活
の
心
得
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
他
者
へ
の
理
解
、
沖
縄
現
地
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
、
戦
争
の
歴
史
、
美

し
い
自
然
、伝
統
、文
化
を
学
び
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、久
間　
み
づ
き
さ
ん
（
富
野
中
学
校
）、

髙
宮　
架
音
さ
ん
（
木
屋
瀬
中
学
校
）
が
北
九
州
市
代
表
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

お
二
人
の
感
想
文
を
本
紙
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
、
沖
縄
の
渡
嘉
敷
島
で
行

わ
れ
た
国
内
研
修
事
業
に
参
加
し

ま
し
た
。
特
に
心
に
残
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
透
き
通
っ
た
青
い
海

で
行
わ
れ
た
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

と
大
型
カ
ヌ
ー
で
す
。大
型
カ
ヌ
ー

で
は
約
二
十
人
の
仲
間
た
ち
と
息

を
合
わ
せ
パ
ド
ル
を
漕
ぎ
ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
漕
ぎ
進
ん
で
い
く
と
、

ウ
ミ
ガ
メ
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
近
く
で
見
ら
れ
る
事
は

め
っ
た
に
な
い
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
そ
ん
な
綺
麗
な
海
が
あ
る
渡

嘉
敷
島
で
も
地
球
温
暖
化
が
進
み

少
し
ず
つ
自
然
が
壊
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、島
民
の
方
々

が
自
然
を
守
る
た
め
に
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
を
知
り

ま
し
た
。
私
も
北
九
州
市
に
戻
っ

て
、
こ
の
自
然
を
守
る
た
め
に
今

私
が
出
来
る
事
に
取
り
組
ん
で
行

こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
最
後
の

夜
、
私
達
は
こ
こ
で
友
達
に
な
っ

た
仲
間
た
ち
と
お
揃
い
の
オ
レ
ン

ジ
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
お
別
れ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
合
い
、
次
の

再
会
を
約
束
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

町
へ
帰
り
ま
し
た
。

国
内
研
修
事
業
に
参
加
し
て

富
野
中
学
校　
久
間　
み
づ
き

　
二
年
生
の
二
学
期
、
学
校
の
廊

下
で
掲
示
板
に
貼
ら
れ
て
い
る「
研

修
」「
沖
縄
」
と
い
う
言
葉
を
見
つ

け
、そ
れ
を
見
て「
行
っ
て
み
た
い
」

と
思
い
な
が
ら
も
「
一
人
で
大
丈

夫
か
な
」
と
い
う
不
安
も
あ
り
な

が
ら
も
、
申
し
込
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
私
は
今
回
の
研
修
で
目
標
を
二

つ
立
て
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
多
く

の
友
達
を
作
る
こ
と
」
と
「
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
」で
す
。
こ
の
目
標
を
持
っ

て
沖
縄
へ
出
発
し
、
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

全
国
か
ら
来
た
同
級
生
は
地
方
に

よ
っ
て
方
言
が
全
然
違
っ
て
、
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
研
修

で
は
、
沖
縄
の
歴
史
や
自
然
、
文

化
を
学
び
ま
し
た
。
大
切
な
仲
間

と
一
緒
に
過
ご
し
た
幸
せ
な
五
日

間
は
私
の
最
幸
（
高
）
の
時
間
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の

研
修
で
仲
間
と
、
世
界
を
よ
り
よ

い
未
来
に
す
る
た
め
に
考
え
て
交

流
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
す
ば
ら
し
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
最
幸（
高
）の
沖
縄
研
修

木
屋
瀬
中
学
校　
髙
宮　
架
音

令
和
５
年
度　
国
内
研
修
事
業

優秀校
「志井小学校」「大里柳小学校」
「清水小学校」「足立中学校」

優良校
「中原小学校」「浅川中学校」
「菊陵中学校」

佳作校
「日明小学校」「西小倉小学校」
「南丘小学校」「守恒中学校」

　
令
和
５
年
度
の
総
務
委
員
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
必
要
と
さ
れ
る
北
九

州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
を
確
立
す

る
事
を
目
的
と
し
て
、
協
議
会

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
事
業
を

収
集
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
す
る
「
わ
が
校
の
自
慢
事
業 

こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
し
た
！
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
い
た
皆
様
方
の
協
力
も
あ

り
、
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た
50

件
事
業
を
大
き
く
上
回
る
64
件

事
業
を
集
め
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ど
の
事
業
も
地
域
の
特
性

が
示
さ
れ
た
事
業
ば
か
り
で
、

こ
れ
か
ら
事
業
に
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
会
長
さ
ん
に
自
信
を
持
っ
て

お
勧
め
で
き
る
事
業
ば
か
り
で

す
。
ま
だ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
い
な
い
会
長
さ
ん
は
、
是

非
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
公
開
を
行
っ
た
事
で
各

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
の
後
押
し

と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
溢
れ
る
事
を
祈
念
し
て
い
ま

す
。

我
が
校
の
自
慢
事
業

こ
ん
な
こ
と
を
や
り
ま
し
た
！
　
事
業
報
告

中原小学校「てまりこ制作教室」 あやめが丘小学校「置き傘の購入」

永犬丸中学校「門松つくり」

則松中学校「制服リレー」

松ヶ江南小学校「卒業記念フォトスポット製作」

富野小学校「よさこいソーラン節大漁旗」

富野小学校「見守りカメラ設置」

楽
し
も
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
！

　「
め
ん
ど
く
さ
い
」
を
「
面
白
が
る
」
へ

楽
し
も
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
！

　「
め
ん
ど
く
さ
い
」
を
「
面
白
が
る
」
へ

①
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
本
城
陸
上
競
技
場

　
（
黒
崎
播
磨
陸
上
競
技
場
in 

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
）

11
月
17
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

逃
走
中
や
野
球
体
験
、
子
ど
も
た
ち
考

案
の
外
遊
び
な
ど
で
楽
し
く
体
を
動
か

そ
う
！

②
２
０
２
４
Ｐ
Ｔ
Ａ
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
 in

 

Ａ
Ｉ
Ｍ
ビ
ル
２
Ｆ
ガ
レ
リ
ア

12
月
22
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

北
九
州
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
大
会
と
の

コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
。
ス
テ
ー
ジ
、
職
業

体
験
、
多
世
代
交
流
未
来
カ
フ
ェ
、
バ

ザ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

予
定
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト



令和６年10月 第160号【2】北 九 州 市 P T A 新 聞【3】令和６年10月 第160号北 九 州 市 P T A 新 聞

門司区小学校PTA連合会

宮倉　貴
小倉北区小学校PTA連合会

日高 洋平
小倉南区小学校PTA連合会

丹野 博詞

八幡東区小学校PTA連合会

松田 孝浩
八幡西区小学校PTA連合会

小嶺 陵司
戸畑区小学校PTA連合会

小瀨戸　寿

門司区中学校PTA連合会

鳴　　秀
小倉北区中学校PTA連合会

大石 一栄
小倉南区中学校PTA連合会

畔津 憲司

八幡東区中学校PTA連合会

藤重 めぐ美
八幡西区中学校PTA連合会

矢羽田 翔志
戸畑区中学校PTA連合会

古賀 丈太

八 幡 東 区 中 Ｐ 連

市 小 学 校 長 会

市 中 学 校 長 会

市特別支援学校長会

門 司 区 小 Ｐ 連

小 倉 北 区 小 Ｐ 連

小 倉 北 区 小 Ｐ 連

八 幡 西 区 小 Ｐ 連

門 司 区 中 Ｐ 連

小 倉 北 区 中 Ｐ 連

小 倉 北 区 中 Ｐ 連

小 倉 北 区 中 Ｐ 連

小 倉 北 区 小 Ｐ 連

戸 畑 区 小 Ｐ 連

小 倉 北 区 小 Ｐ 連

小 倉 南 区 小 Ｐ 連

八 幡 東 区 小 Ｐ 連

八 幡 西 区 中 Ｐ 連

戸 畑 区 中 Ｐ 連

市 小 学 校 長 会

市 中 学 校 長 会

門 司 区 小 Ｐ 連

小 倉 北 区 小 Ｐ 連

小 倉 南 区 小 Ｐ 連

八 幡 東 区 小 Ｐ 連

八 幡 西 区 小 Ｐ 連

戸 畑 区 小 Ｐ 連

門 司 区 中 Ｐ 連

小 倉 北 区 中 Ｐ 連

小 倉 南 区 中 Ｐ 連

八 幡 東 区 中 Ｐ 連

八 幡 西 区 中 Ｐ 連

戸 畑 区 中 Ｐ 連

小 倉 南 区 小 Ｐ 連

戸 畑 区 小 Ｐ 連

小 倉 南 区 小 Ｐ 連

穴 井 秀 和

三 原 達 也

上 田 あ け み

緒 方 直 彦

比 嘉 泰 大

佐 藤 聖 士

藤 井 身 依

栗 丸 直 也

岩 谷 か お り

久 間 　 猛

末 松 一 英

樋 口 卓 也

玉 井 竜 滋

嵐 山 義 広

高 橋 理 惠

東 　 靖 彦

島 家 秀 子

浦 濱 恵 介

藤 井 信 也

緒 方 眞 奈 美

甲 斐 孝 一

宮 倉 　 貴

日 高 洋 平

丹 野 博 詞

松 田 孝 浩

小 嶺 陵 司

小 瀨 戸 　 寿

鳴 秀

大 石 一 栄

畔 津 憲 司

藤 重 め ぐ 美

矢 羽 田 翔 志

古 賀 丈 太

三 野 賢 大 郎

小 松 博 幸

伊 藤 修 太

監　　　事

会　　　長

副　会　長

理　　　事

専 務 理 事

常 務 理 事

令和６年度（一社）北九州市PTA協議会役員

役員（役職名） 氏　　名 所属（連合会及び学校種）

今年度の体制発表
　
（
一
社
）
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

様
々
な
関
係
機
関
に
行
政
出
向

を
年
間
70
件
ほ
ど
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
行
政
出
向
と
は
、
北

九
州
市
内
の
教
育
や
子
育
て
、

地
域
と
の
連
携
な
ど
を
目
的
と

す
る
団
体
の
会
議
に
、
保
護
者

の
代
表
と
し
て
出
席
し
、
意
見

交
換
等
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
今
年
度
、
私
が
担
当
と
し
て

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
行
政

出
向
の
一
つ
に
「
北
九
州
市
の

道
路
整
備
を
考
え
る
懇
談
会
」

が
あ
り
ま
す
。こ
の
会
議
で
は
、

市
内
の
大
き
な
道
路
の
長
期
・

中
期
計
画
や
、
子
ど
も
た
ち
の

通
学
路
の
安
全
に
関
す
る
事
ま

で
、
道
路
に
関
す
る
多
様
な
内

容
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
代
表
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
際
に
危

険
な
箇
所
が
な
い
か
、
ま
た
、

よ
り
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う

に
す
る
に
は
、
道
路
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
。
今
後
も
、
北
九
州

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と
し
て
、
各

連
合
会
、
そ
し
て
各
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
、

行
政
と
の
意
見
交
換
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
で

は
皆
様
か
ら
の
、
道
路
に
関
す

る
も
の
や
そ
れ
以
外
で
も
、
子

ど
も
達
の
生
活
や
教
育
に
関
わ

る
様
々
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

記
事
担
当
：
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会 

副
会
長
（
常
務
補
佐
）

　
　
藤
井 

身
依

行
政
出
向
に
つ
い
て 

　
令
和
６
年
７
月
27
日
（
土
）
に
北
九
州
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
北
九
州
市
立
大
学
教
授
の
眞
鍋
和

博
先
生
を
お
招
き
し
、｢

い
ま
求
め
ら
れ
る
教

育
と
学
び｣

と
言
う
テ
ー
マ
で
体
験
し
た
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
眞
鍋
先
生
は

大
学
教
授
と
い
う
お
立
場
で
50
歳
を
過
ぎ
て

英
国
に
留
学
し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
人

材
育
成
や
企
業
経
営
を
英
国
で
学
び
な
が

ら
、
日
本
を
外
か
ら
見
る
事
を
目
的
と
し
て

留
学
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
実
体
験
を
も
と
に

英
国
の
面
白
い
お
話
、
留
学
し
た
か
ら
気
付

け
た
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
等
を
ユ
ニ
ー
ク
に

お
話
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　
眞
鍋
先
生
は
、
時
代
は
進
み
高
校
留
学
も

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
な
か
、
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
無
限
大
の
人
生
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
い
ま
求
め

ら
れ
る
教
育
と
学
び
」
を
親
で
あ
る
私
た
ち

が
子
ど
も
た
ち
へ
ど
う
導
い
て
い
く
べ
き

か
。
そ
の
為
に
は
「
親
も
勉
強
し
ま
し
ょ
う
」

と
笑
顔
で
言
っ
て
た
眞
鍋
先
生
の
言
葉
は
、

と
て
も
印
象
深
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

指
導
者
研
修
会
報
告

　
令
和
６
年
８
月
17
日
（
土
）
家
庭

教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
今
「
首
都
直
下
型
地
震
」
や
「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
」
な
ど
が
懸
念
さ
れ
、

私
た
ち
の
防
災
意
識
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
で
は
、

二
度
に
わ
た
り
大
災
害
の
体
験
を
し

た
柳
原
志
保
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
は
、｢

い
つ
か
で
は
な
く
、
今

や
ろ
う
!!
子
ど
も
の
笑
顔
を
守
る
安

心
術｣

を
テ
ー
マ
に
、
大
災
害
の
経
験

と
教
訓
を
、
歌
や
体
操
な
ど
を
用
い

て
分
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
簡
易
ト
イ
レ
の
大
切
さ
、
非
常
食
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
確
保
な
ど
実
体
験

を
も
と
に
話
さ
れ
る
内
容
は
、
知
っ

て
い
る
つ
も
り
で
い
た
防
災
知
識
で

は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
に
な
り
う
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
の

災
害
時
の
備
え
は
勿
論
、
話
し
合
い

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。

　
そ
の
他
に
も
消
防
音
楽
隊
の
演
奏

や
、
地
震
体
験
車
や
煙
体
験
、
応
急

手
当
体
験
等
様
々
な
体
験
を
行
え
る

ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
家
庭
教
育
講
演
会
の
開
催

に
あ
た
っ
て　
柳
原
志
保
氏
の
「
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
、
い
つ
か

で
は
な
く
今
、
備
え
る
こ
と
で
子
ど

も
た
ち
に
安
心
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
事
を
全
体
を
通
し
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

家
庭
教
育
講
演
会
報
告


